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開発した標準 LED

光強度を改善するとともに

組み合わせて光強度を

域に広がり、可視光のほぼすべ

12 mm であり、発光部の温

LED の周囲温度に対

従来の白色 LED

）。さらに、従来の白色

は、点灯後の光強度がほとんど変

    

    

白熱電球や蛍

置き換えが進んでいる。

広げられており、ユ

分光測定により得られるスペクト

、多種多様なスペクトル

分光測定に適した標準光

光を放射する特性に加えて、可視光

前者の特性を満

特性のものでも短波

うとともに、固体

高精度なスペクトルの測定・解析技術を

開発を進めて

産総研がも

製造技術」とを

こととした。 

、青破線）、

LED では、

するとともに、

光強度を改善

ほぼすべ

、発光部の温

の周囲温度に対

LED に比

従来の白色

ほとんど変
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図図図図 2222    周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各

    

■■■■    今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定

日亜化学工業

では、今回の

赤外光領域

 

 

 

 

 

 

    

図図図図 1111    今回今回今回今回開発した開発した開発した開発した

周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各

今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定    ■■■■    

日亜化学工業は、今回開発した標準

今回の標準 LED

領域における

開発した開発した開発した開発した標準標準標準標準 LEDLEDLEDLED

周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各

    

は、今回開発した標準

LED 開発で用

における光源の評価技術

LEDLEDLEDLED のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色

周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各周囲温度の変化に対する各 LEDLEDLEDLED の光強度のの光強度のの光強度のの光強度の

は、今回開発した標準 LED の量産化に向けた準備を進める予定である。

いたスペクトル精密測定

技術の研究開発を行っていく予定である
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のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色

の光強度のの光強度のの光強度のの光強度の変動変動変動変動（左）（左）（左）（左）

LED の量産化に向けた準備を進める予定である。

スペクトル精密測定技術

の研究開発を行っていく予定である

のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色のスペクトル（赤）と、従来の白色 LEDLEDLEDLED

（左）（左）（左）（左）と、と、と、と、点灯点灯点灯点灯

の量産化に向けた準備を進める予定である。

技術をさらに発展させ

の研究開発を行っていく予定である

LEDLEDLEDLED のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青）

時間に対する時間に対する時間に対する時間に対する

の量産化に向けた準備を進める予定である。

さらに発展させ、面発光光源や紫外

の研究開発を行っていく予定である。 

のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青）

時間に対する時間に対する時間に対する時間に対する光強度光強度光強度光強度のののの変動変動変動変動

の量産化に向けた準備を進める予定である。また、

面発光光源や紫外

    

    

    

のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青）のスペクトルの例（青） 

 

変動変動変動変動（右）（右）（右）（右）    

また、産総研

面発光光源や紫外光・



 

 

 

【用語の説明】【用語の説明】【用語の説明】【用語の説明】

◆◆◆◆固体素子照明固体素子照明固体素子照明固体素子照明

LEDや有機

を直接光に変換することで発光する

た特徴を

    

◆◆◆◆全光束全光束全光束全光束

光源から

し、すべての波長で足し合わせた量。

関するその他の指標

    

◆◆◆◆分光測定分光測定分光測定分光測定

光の波長ごとの強度

波長を中心とする十分に

    

◆◆◆◆標準光源標準光源標準光源標準光源

測定対象となる放射量

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量

測光量を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

年では白熱電球

 

◆◆◆◆蛍光体蛍光体蛍光体蛍光体

ある特定の波長の光を吸収し、それよりも長い波長の光

LED 素子と、青色

子の青色光と蛍光体の黄色光の混色により、人の目には白色に見える光が得られる。

    

◆◆◆◆スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル

 ここでは、光

波長ごとの

    

【用語の説明】【用語の説明】【用語の説明】【用語の説明】    

固体素子照明固体素子照明固体素子照明固体素子照明    

や有機EL等を利用した照明の

を直接光に変換することで発光する

た特徴をもつ。 

全光束全光束全光束全光束    

光源からすべての方向に

すべての波長で足し合わせた量。

関するその他の指標

分光測定分光測定分光測定分光測定    

波長ごとの強度

波長を中心とする十分に

標準光源標準光源標準光源標準光源    

測定対象となる放射量

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量

を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

白熱電球の生産中止により、入手が困難になりつつある。

蛍光体蛍光体蛍光体蛍光体    

ある特定の波長の光を吸収し、それよりも長い波長の光

素子と、青色 LED

子の青色光と蛍光体の黄色光の混色により、人の目には白色に見える光が得られる。

スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル    

ここでは、光の波長

波長ごとの強度を縦軸にとったグラフで示される

    

等を利用した照明の

を直接光に変換することで発光する

すべての方向に放射

すべての波長で足し合わせた量。

関するその他の指標には光度（単位はカンデラ、

波長ごとの強度を測ること

波長を中心とする十分に狭い波長

測定対象となる放射量や、測光量（放射量に人の目の感度で重み付けした量）

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量

を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

生産中止により、入手が困難になりつつある。

ある特定の波長の光を吸収し、それよりも長い波長の光

LED 素子の光を吸収して黄色に発光する蛍光体で構成されているものが多く、

子の青色光と蛍光体の黄色光の混色により、人の目には白色に見える光が得られる。

波長ごとの強度の分布を

強度を縦軸にとったグラフで示される

等を利用した照明の総称。固体内のエネルギー準位の差を利用して、電気エネルギー

を直接光に変換することで発光する。従来の白熱電球等に比べて消費電力

放射される光のエネルギーを、人の目の感度

すべての波長で足し合わせた量。明るさの指標の一つであり、

単位はカンデラ、

を測ること。一般には、

波長区間ごとに分割し

や、測光量（放射量に人の目の感度で重み付けした量）

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量

を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

生産中止により、入手が困難になりつつある。

ある特定の波長の光を吸収し、それよりも長い波長の光

素子の光を吸収して黄色に発光する蛍光体で構成されているものが多く、

子の青色光と蛍光体の黄色光の混色により、人の目には白色に見える光が得られる。

ごとの強度の分布を(分光

強度を縦軸にとったグラフで示される
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固体内のエネルギー準位の差を利用して、電気エネルギー

。従来の白熱電球等に比べて消費電力

される光のエネルギーを、人の目の感度

明るさの指標の一つであり、

単位はカンデラ、記号：cd）

。一般には、分光放射計などを用いて

ごとに分割し、その光の強度を

や、測光量（放射量に人の目の感度で重み付けした量）

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量

を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

生産中止により、入手が困難になりつつある。

ある特定の波長の光を吸収し、それよりも長い波長の光

素子の光を吸収して黄色に発光する蛍光体で構成されているものが多く、

子の青色光と蛍光体の黄色光の混色により、人の目には白色に見える光が得られる。

分光)スペクトル

強度を縦軸にとったグラフで示される。 

固体内のエネルギー準位の差を利用して、電気エネルギー

。従来の白熱電球等に比べて消費電力

される光のエネルギーを、人の目の感度

明るさの指標の一つであり、単位はルーメン（記号：

）、照度（単位はルクス、

分光放射計などを用いて

、その光の強度を

や、測光量（放射量に人の目の感度で重み付けした量）

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量

を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

生産中止により、入手が困難になりつつある。 

ある特定の波長の光を吸収し、それよりも長い波長の光で発光する物質のこと。白色

素子の光を吸収して黄色に発光する蛍光体で構成されているものが多く、

子の青色光と蛍光体の黄色光の混色により、人の目には白色に見える光が得られる。

スペクトルという。多くの場合、光の波長を横軸に

固体内のエネルギー準位の差を利用して、電気エネルギー

。従来の白熱電球等に比べて消費電力が少なく

される光のエネルギーを、人の目の感度に従って

単位はルーメン（記号：

単位はルクス、記号：

分光放射計などを用いて、測定対象である

、その光の強度を測定して行われる

や、測光量（放射量に人の目の感度で重み付けした量）の基準値を

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量

を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

発光する物質のこと。白色

素子の光を吸収して黄色に発光する蛍光体で構成されているものが多く、

子の青色光と蛍光体の黄色光の混色により、人の目には白色に見える光が得られる。

多くの場合、光の波長を横軸に

固体内のエネルギー準位の差を利用して、電気エネルギー

少なく、寿命が長い

に従って波長ごとに重み付け

単位はルーメン（記号：lm）。

記号：lx）などがある。

測定対象である光を、

行われる。 

の基準値をも

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量

を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

発光する物質のこと。白色 LED

素子の光を吸収して黄色に発光する蛍光体で構成されているものが多く、

子の青色光と蛍光体の黄色光の混色により、人の目には白色に見える光が得られる。 

多くの場合、光の波長を横軸に

    

    

固体内のエネルギー準位の差を利用して、電気エネルギー

が長いといっ

波長ごとに重み付け

）。明るさに

などがある。 

を、各々の

もった光源

のこと。同じ測定条件で、標準光源と被測定光源の測定結果を比較することで、被測定光源の放射量・

を校正することができる。これまでは、標準光源として、特別な白熱電球が用いられていたが、近

LED は、青色

素子の光を吸収して黄色に発光する蛍光体で構成されているものが多く、LED 素

多くの場合、光の波長を横軸に、光の


